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(百万円未満切捨て)
１．2022年４月期の連結業績（2021年５月１日～2022年４月30日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年４月期 5,045 13.0 △596 - △852 - △669 -

2021年４月期 4,465 △16.8 △816 - △904 - △934 -
(注) 包括利益 2022年４月期 △1,149百万円( -％) 2021年４月期 △276百万円( -％)
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2022年４月期 △55.43 - △10.3 △8.3 △11.8
2021年４月期 △77.30 - △12.8 △8.5 △18.3

(参考) 持分法投資損益 2022年４月期 △308百万円 2021年４月期 △261百万円
　　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年４月期 9,774 5,871 60.1 486.03

2021年４月期 10,762 7,141 66.1 588.79
(参考) 自己資本 2022年４月期 5,871百万円 2021年４月期 7,115百万円
　　

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2022年４月期 △281 56 294 1,463

2021年４月期 5 △884 △9 1,360
　　　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年４月期 - 0.00 - 10.00 10.00 120 - 1.7

2022年４月期 0.00 10.00 10.00 120 - 1.9

2023年４月期(予想) 0.00 10.00 10.00 -
　　

３．2023年４月期の連結業績予想（2022年５月１日～2023年４月30日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 2,730 10.3 △235 - △318 - △288 - △23.84

通 期 6,046 19.8 △161 - △291 - △229 - △18.96

　　



※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無
　　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(注)詳細は、添付資料13ページ「３.連結財務諸表及び主な注記 (５) 連結財務諸表に関する注記事項(会計方針の
変更)」をご覧ください。

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年４月期 12,337,700株 2021年４月期 12,337,700株

② 期末自己株式数 2022年４月期 257,684株 2021年４月期 252,544株

③ 期中平均株式数 2022年４月期 12,081,171株 2021年４月期 12,085,647株
　　

(参考) 個別業績の概要
１．2022年４月期の個別業績（2021年５月１日～2022年４月30日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年４月期 4,134 11.2 △489 - △157 - △327 -

2021年４月期 3,718 △11.6 △677 - △528 - △784 -
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2022年４月期 △27.07 -

2021年４月期 △64.88 -
　　

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年４月期 9,065 6,031 66.5 499.33

2021年４月期 9,768 6,992 71.6 578.61

(参考) 自己資本 2022年４月期 6,031百万円 2021年４月期 6,992百万円
　　　

２．2023年４月期の個別業績予想（2022年５月１日～2023年４月30日）
　

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 2,289 12.0 △43 - △43 - △3.59

通 期 5,100 23.4 62 - 59 - 4.88
　

業績予想に関する注記
　

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です
　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想
の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料４ページ「１.経営成績等の
概況(４)今後の見通し」をご覧ください。
　(決算補足説明資料の入手方法及び決算説明会の開催日)
決算補足説明資料は、2022年６月21日(火)に当社のホームページに掲載いたします。

当社は、2022年６月21日(火)に機関投資家向けに説明会(テレフォンカンファレンス)を開催する予定です。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国の経済は、新型コロナウイルス感染症の影響で度重なる緊急事態宣言の発令

やまん延防止法等の重点措置が実施され、社会経済活動の回復の勢いは鈍く厳しい状況で推移しました。ワク

チン接種が進んだことで、緩やかながらも改善の動きが見られたものの、年明け以降には感染症が再拡大した

うえ、米国の金融引き締めやロシアによるウクライナへの侵攻等による資源価格や原料価格の上昇等により、

依然として先行き不透明感は続いています。

このような状況のもと、当社グループの売上高及び受注の状況は、依然として厳しい状況が続いておりま

す。当社の主要顧客であるデジタルカメラ、時計、事務機器等の精密電子機器メーカーならびに自動車関連部

品メーカー等の研究開発及び生産の状況は、前年比では市場の需要ならびに開発意欲等に回復傾向が見られる

ものの、世界的な資源・部材不足やサプライチェーンの混乱により、生産活動が計画通り進まない状況や、新

型コロナウイルス感染症拡大防止対策に慎重な一面も依然として残っており、新規開発試作品製造、金型製造

及び量産品製造の受注・生産状況は、引き続き厳しい結果となりました。ロボット・装置関連製品については、

サポート・サービスロボット分野のスタートアップ企業への包括事業化連携を掲げた取り組みにより、受託開

発や受託製造の引き合いは引き続き拡大傾向にあります。しかしながら、世界的な電子部品・電池などの部材

調達が難航していること、株式市場の悪化によるスタートアップ分野への資金流入が直近で若干停滞している

こと等を背景に、各社開発・製品化への取り組み速度が鈍化傾向になっております。また、注力している当社

グループ製品ならびに連携スタートアップの製品販売が弱含みとなっており、ロボット装置関連製品の売上高

は、計画を下回りました。

これらの結果、当連結会計年度の売上高は5,045百万円（前年同期比13.0％増）となり、売上総利益は672百

万円（同27.4％増)、営業損失が596百万円(前年同期は816百万円の営業損失）となりました。受取配当金なら

びに助成金収入等の営業外収益124百万円を計上し、持分法による投資損失等の営業外費用380百万円を計上し

た結果、経常損失が852百万円（前年同期は904百万円の経常損失）となりました。

さらに、投資有価証券売却益、固定資産売却益等の特別利益329百万円を計上いたしました。また、投資有価

証券評価損等の特別損失199百万円を計上いたしました。これに、税金費用△27百万円を計上した結果、親会社

株主に帰属する当期純損失は669百万円(前年同期は934百万円の親会社株主に帰属する当期純損失）となりまし

た。

なお、「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年３月31日)等を当連結会計年度の期首から

適用しております。詳細については、「３. 連結財務諸表及び主な注記 (５) 連結財務諸表に関する注記事項

(会計方針の変更)」をご参照ください。
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（２）当期の財政状態の概況

当連結会計年度末における総資産は、9,774百万円となり、前連結会計年度末と比べ988百万円（前期末比9.2

％)の減少となりました。主な増加要因は、流動資産における現金及び預金103百万円(同6.4％)の増加です。一

方、主な減少の内訳は、投資その他の資産における投資有価証券781百万円(同15.7％)の減少です。

負債は、3,903百万円となり、前連結会計年度末と比べ281百万円(前期末比7.8％)の増加となりました。主な

増加の内訳は、流動負債における短期借入金459百万円(同64.9％)の増加です。一方、主な減少要因は、固定負

債における繰延税金負債261百万円(同31.6％)の減少です。

純資産は、5,871百万円となり、前連結会計年度末と比べ1,270百万円(前期末比17.8％)の減少となりまし

た。主な減少の内訳は、利益剰余金790百万円(同25.5％)、その他の包括利益累計額453百万円(同26.4％)の減

少です。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ103百万円増加し、1,463百万円

（前期末比7.6％増）となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、281百万円の支出超過（前年同期は５百万円の収入超過)となりまし

た。主な収入要因は、持分法による投資損失308百万円、減価償却費185百万円、投資有価証券評価損196百万

円、主な支出要因は、税金等調整前当期純損失722百万円、投資有価証券売却益153百万円、有形固定資産売却

益131百万円です。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは56百万円の収入超過（前年同期は884百万円の支出超過）となりまし

た。主な収入要因は、有形固定資産の売却による収入247百万円、主な支出要因は、生産設備への投資による有

形固定資産の取得による支出152百万円です。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、294百万円の収入超過（前年同期は９百万円の支出超過）となりまし

た。主な収入要因は、短期借入金の純増加額409百万円、主な支出要因は、配当金の支払額121百万円です。

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

2018年４月期 2019年４月期 2020年４月期 2021年４月期 2022年４月期

自己資本比率(％) 73.2 70.3 71.0 66.1 60.1

時価ベースの自己資本比率
（％）

104.8 74.1 67.0 91.8 68.0

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率（債務償還年数)

1.7 0.8 - 178.5 -

インタレスト・カバレッジ・
レシオ(倍)

56.0 104.0 - 0.5 -

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い

（注１） いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

（注２） 株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに算出しております。

（注３） キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用して

おります。

（注４） 有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っているすべての負債を対象とし

ております。また、利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しておりま

す。
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（４）今後の見通し

今後の見通しにつきましては、新型コロナウイルス感染症の再拡大が懸念される一方で、感染防止策を講じ

る中で、行動制限の緩和などを背景に、景気は回復基調で推移することが期待されます。

このような事業環境において、当社グループは多様な加工コア技術で開発試作品製作から製品量産製造に至

る「一括一貫体制」を強みとして、更なる短納期と積極的な製品分野の拡大に取り組み、受注・生産の拡大に

努めてまいります。

また、サポート・サービスロボット分野においては、産学官の連携を柱とした研究開発において創出された

当社グループオリジナル製品の事業化を目指すとともに、これまでのスタートアップ連携をさらに強固なもの

として、製品製造・販売・保守・運用サービス等の包括事業化支援を推進して、収益機会の拡大を図ります。

以上により、2023年4月期通期の連結売上高は6,046百万円(前年同期比19.8％増)、営業利益は△161百万円

(前年同期は△596百万円)、経常利益は△291百万円(前年同期は△852百万円)、親会社株主に帰属する当期純利

益△229百万円(前年同期は△669百万円)を見込んでおります。

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

①利益配分に関する基本方針

当社は、長期的成長を維持し今後の事業展開における資金需要を勘案し、必要な内部留保を確保しながら、株主

の皆様への還元としての配当、双方のバランスを考慮した配当政策を実施することを、利益配分に関する基本方針

とし、安定配当の継続的な実施を基本としております。

最近事業年度の配当決定にあたっては、上記方針に基づき、業績の推移、財務状況、経営環境の検討を基に当期

の利益水準と内部留保資金のバランスを考えたうえで対応しております。内部留保資金の使途は、事業基盤拡充の

ための設備投資資金、新規製品創出のための研究開発投資資金等に充当する方針であります。

　②当期の配当について

　当期の利益配分につきましては、当期の業績や株主様に対する安定的な配当政策を考慮し、期末配当金として１

株当たり10円とさせていただきたく存じます。これにより年間配当は１株当たり10円となる予定です。

　③次期の利益配分の予定について

　 次期の利益配分につきましては、次期の業績予想に加えて、株主の皆様に対する安定的な配当政策を考慮し、期

末配当金として１株当たり10円を予定しております。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループの利害関係者の多くは、国内の株主、債権者、取引先等であり、また海外からの資金調達の必要性

が乏しいことから、会計基準につきましては日本基準を適用しております。なお、今後につきましては、国際財務

報告基準の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮のうえ、適切に対応していく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年４月30日)

当連結会計年度
(2022年４月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,613,897 1,717,572

受取手形及び売掛金 772,784 -

受取手形 - 15,091

売掛金 - 845,033

契約資産 - 32,141

電子記録債権 323,939 273,747

商品及び製品 124,780 99,324

仕掛品 285,403 228,020

原材料及び貯蔵品 259,057 232,024

その他 362,723 237,189

貸倒引当金 △146,519 △134,454

流動資産合計 3,596,066 3,545,688

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 2,868,004 2,905,854

減価償却累計額 △1,492,234 △1,557,437

減損損失累計額 △477,740 △477,740

建物及び構築物（純額） 898,029 870,676

機械装置及び運搬具 3,224,961 3,364,103

減価償却累計額 △2,704,757 △2,843,532

減損損失累計額 △210,469 △210,469

機械装置及び運搬具（純額） 309,733 310,100

工具、器具及び備品 658,653 697,667

減価償却累計額 △580,424 △607,482

減損損失累計額 △16,985 △16,985

工具、器具及び備品（純額） 61,242 73,199

土地 638,692 525,693

建設仮勘定 - 4,730

有形固定資産合計 1,907,699 1,784,400

無形固定資産

ソフトウエア 55,973 41,112

その他 5,805 5,354

無形固定資産合計 61,778 46,467

投資その他の資産

投資有価証券 4,964,378 4,183,151

長期貸付金 10,552 3,638

繰延税金資産 5,806 6,131

その他 217,213 205,087

貸倒引当金 △717 △348

投資その他の資産合計 5,197,234 4,397,659

固定資産合計 7,166,711 6,228,527

繰延資産

創立費 64 -

資産合計 10,762,843 9,774,215
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年４月30日)

当連結会計年度
(2022年４月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 598,271 630,770

短期借入金 707,500 1,166,962

1年内返済予定の長期借入金 79,294 54,352

未払金 106,578 76,131

未払費用 119,154 114,448

未払法人税等 16,723 8,932

契約負債 - 15,589

賞与引当金 50,025 -

預り金 26,447 27,380

その他 83,481 60,581

流動負債合計 1,787,475 2,155,148

固定負債

長期借入金 220,850 256,157

役員退職慰労引当金 389,624 402,904

退職給付に係る負債 27,452 28,700

資産除去債務 10,751 10,805

繰延税金負債 827,208 565,938

その他 357,694 483,353

固定負債合計 1,833,582 1,747,859

負債合計 3,621,057 3,903,008

純資産の部

株主資本

資本金 1,303,843 1,303,843

資本剰余金 1,193,904 1,193,904

利益剰余金 3,100,577 2,310,015

自己株式 △198,939 △198,939

株主資本合計 5,399,385 4,608,824

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,809,166 1,296,446

為替換算調整勘定 △93,426 △34,454

退職給付に係る調整累計額 469 391

その他の包括利益累計額合計 1,716,209 1,262,383

非支配株主持分 26,190 -

純資産合計 7,141,785 5,871,207

負債純資産合計 10,762,843 9,774,215
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2020年５月１日
　至 2021年４月30日)

当連結会計年度
(自 2021年５月１日
　至 2022年４月30日)

売上高 4,465,649 5,045,021

売上原価 3,937,949 4,372,840

売上総利益 527,700 672,181

販売費及び一般管理費 1,343,794 1,268,847

営業損失（△） △816,093 △596,665

営業外収益

受取利息 4,773 5,612

受取配当金 42,497 47,185

助成金収入 126,000 44,327

スクラップ売却収入 28,447 -

その他 45,257 27,494

営業外収益合計 246,977 124,620

営業外費用

支払利息 14,405 18,521

為替差損 2,918 11,920

持分法による投資損失 261,015 308,103

その他 57,173 42,105

営業外費用合計 335,513 380,650

経常損失（△） △904,629 △852,695

特別利益

投資有価証券売却益 96,924 153,369

固定資産売却益 - 131,982

補助金収入 215,532 -

持分変動利益 - 44,061

特別利益合計 312,457 329,414

特別損失

投資有価証券評価損 28,550 196,264

固定資産除却損 7 4

固定資産圧縮損 187,569 -

減損損失 113,149 3,444

特別損失合計 329,277 199,712

税金等調整前当期純損失（△） △921,449 △722,994

法人税、住民税及び事業税 21,882 25,110

法人税等調整額 11,358 △52,203

法人税等合計 33,240 △27,093

当期純損失（△） △954,690 △695,900

非支配株主に帰属する当期純損失（△） △20,459 △26,190

親会社株主に帰属する当期純損失（△） △934,231 △669,710
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2020年５月１日
　至 2021年４月30日)

当連結会計年度
(自 2021年５月１日
　至 2022年４月30日)

当期純損失（△） △954,690 △695,900

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 638,163 △512,720

為替換算調整勘定 40,278 58,972

退職給付に係る調整額 △93 △78

その他の包括利益合計 678,348 △453,826

包括利益 △276,341 △1,149,726

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 △255,882 △1,123,536

非支配株主に係る包括利益 △20,459 △26,190
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（３）連結株主資本等変動計算書

　前連結会計年度(自2020年５月１日 至2021年４月30日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,303,843 1,193,947 4,155,675 △198,897 6,454,569

当期変動額

剰余金の配当 △120,866 △120,866

親会社株主に帰属す

る当期純損失（△）
△934,231 △934,231

自己株式の取得 △42 △42

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

△43 △43

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - △43 △1,055,097 △42 △1,055,182

当期末残高 1,303,843 1,193,904 3,100,577 △198,939 5,399,385

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券評

価差額金
為替換算調整勘定

退職給付に係る調

整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 1,171,002 △133,704 563 1,037,861 - 7,492,430

当期変動額

剰余金の配当 △120,866

親会社株主に帰属す

る当期純損失（△）
△934,231

自己株式の取得 △42

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

△43

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

638,163 40,278 △93 678,348 26,190 704,538

当期変動額合計 638,163 40,278 △93 678,348 26,190 △350,645

当期末残高 1,809,166 △93,426 469 1,716,209 26,190 7,141,785
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　当連結会計年度(自2021年５月１日 至2022年４月30日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,303,843 1,193,904 3,100,577 △198,939 5,399,385

当期変動額

剰余金の配当 △120,851 △120,851

親会社株主に帰属す

る当期純損失（△）
△669,710 △669,710

自己株式の取得 -

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

-

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - - △790,561 - △790,561

当期末残高 1,303,843 1,193,904 2,310,015 △198,939 4,608,824

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券評

価差額金
為替換算調整勘定

退職給付に係る調

整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 1,809,166 △93,426 469 1,716,209 26,190 7,141,785

当期変動額

剰余金の配当 △120,851

親会社株主に帰属す

る当期純損失（△）
△669,710

自己株式の取得 -

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

-

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△512,720 58,972 △78 △453,826 △26,190 △480,016

当期変動額合計 △512,720 58,972 △78 △453,826 △26,190 △1,270,578

当期末残高 1,296,446 △34,454 391 1,262,383 - 5,871,207
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2020年５月１日
　至 2021年４月30日)

当連結会計年度
(自 2021年５月１日
　至 2022年４月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純損失（△） △921,449 △722,994

減価償却費 202,089 185,003

減損損失 113,149 3,444

貸倒引当金の増減額（△は減少） 89,507 △13,418

賞与引当金の増減額（△は減少） △53,433 △50,025

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 13,280 13,280

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 1,471 285

受取利息及び受取配当金 △47,271 △52,798

支払利息 14,405 18,521

持分法による投資損益（△は益） 261,015 308,103

投資有価証券売却損益（△は益） △96,924 △153,369

投資有価証券評価損 28,550 196,264

持分変動損益（△は益） - △44,061

補助金収入 △215,532 -

固定資産圧縮損 187,569 -

有形固定資産売却損益（△は益） - △131,982

有形固定資産除却損 7 4

売上債権の増減額（△は増加） 122,860 -

売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） - △62,591

棚卸資産の増減額（△は増加） △61,959 115,838

仕入債務の増減額（△は減少） 41,773 △4,635

その他 △144,900 110,074

小計 △465,790 △285,057

利息及び配当金の受取額 43,097 48,658

利息の支払額 △11,378 △20,316

補助金の受取額 215,532 -

法人税等の還付額 269,308 13,390

法人税等の支払額 △45,125 △37,826

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,644 △281,152

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △252,891 △253,491

定期預金の払戻による収入 252,730 253,491

有形固定資産の取得による支出 △389,651 △152,682

有形固定資産の売却による収入 - 247,499

無形固定資産の取得による支出 △2,900 △3,500

投資有価証券の取得による支出 △527,069 △232,788

投資有価証券の売却による収入 205,720 234,596

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

15,363 5,524

関係会社株式の取得による支出 △6,500 △40,000

貸付けによる支出 △180,924 △55,000

貸付金の回収による収入 1,500 52,566

投資活動によるキャッシュ・フロー △884,621 56,215
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(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2020年５月１日
　至 2021年４月30日)

当連結会計年度
(自 2021年５月１日
　至 2022年４月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △12,500 409,462

長期借入による収入 140,000 80,000

長期借入金の返済による支出 △86,481 △73,707

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得
による支出

△43 -

自己株式の取得による支出 △42 -

配当金の支払額 △120,649 △121,021

非支配株主からの払込みによる収入 70,000 -

財務活動によるキャッシュ・フロー △9,716 294,733

現金及び現金同等物に係る換算差額 16,998 33,403

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △871,695 103,200

現金及び現金同等物の期首残高 2,231,837 1,360,141

現金及び現金同等物の期末残高 1,360,141 1,463,341
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

　 該当事項はありません。

(会計方針の変更)

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービ

スと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これにより、一部の試作・金型製品、

ロボット・装置等に係る売上について、従来は、一時点で収益を認識しておりましたが、一定の期間にわたって収

益を認識する方法に変更しております。また、スクラップ売却収入について、従来は営業外収益として認識してい

ましたが、売上高として認識する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年度の期首

の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。また、収益認識基準第86項また書

き(1)に定める方法を適用し、当連結会計年度の期首より前までに行われた契約変更について、すべての契約変更を

反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を当連結会計年度の期首の利益剰余金に加減

しております。

また、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた「受取手形及び売掛金」は、当

連結会計年度より「受取手形」、「売掛金」及び「契約資産」に含めて表示し、「流動負債」に表示していた「そ

の他」は、当連結会計年度より「契約負債」及び「その他」に含めて表示しております。ただし、収益認識会計基

準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法により組替えを行っており

ません。

この結果、収益認識会計基準等の適用を行う前と比べて、当連結会計年度の連結貸借対照表は、仕掛品が31,921

千円減少しております。当連結会計年度の連結損益計算書は、売上高は9,376千円増加、売上原価は24,787千円減少

し、営業損失は34,163千円減少しておりますが、経常損失及び税金等調整前当期純損失に与える影響はありませ

ん。

当連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書は、売上債権及び契約資産の増減額は31,921千円増加し、棚卸

資産の増減額は31,921千円減少しております。

　 当連結会計年度の連結株主資本等変動計算書の利益剰余金の期首残高に与える影響はありません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業

会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新た

な会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、連結財務諸表に与える影響はありません。

(追加情報)

(新型コロナウイルス感染症の影響について)

新型コロナウイルス感染症の影響が依然として続いており、先行きが不透明な状況にあるため、今後の感染症

の収束時期等を予測するのは困難であります。このような状況下、当社グループは、繰延税金資産の回収可能性

の判断及び固定資産の減損に関しては、現時点で入手可能な外部情報等から、翌連結会計年度(2023年４月期)の

一定期間にわたり当感染症の影響が継続するという仮定に基づいて、会計上の見積りを行っております。
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

（単位：千円）

当連結会計年度

(自 2021年５月１日

至 2022年４月30日)

試作・金型製品 2,466,682

量産製品 1,475,463

ロボット・装置等 1,070,213

その他・ガンマカメラ等 32,661

顧客との契約から生じる収益 5,045,021

外部顧客への売上高 5,045,021

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループの事業は、「金属製品加工事業」の単一セグメントであるため記載を省略しております。

(１株当たり情報)

項目
前連結会計年度

(自 2020年５月１日
至 2021年４月30日)

当連結会計年度
(自 2021年５月１日
　至 2022年４月30日)

１株当たり純資産額 588.79円 486.03円

１株当たり当期純損失金額(△) △77.30円 △55.43円

(注) 潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、１株当たり当期純損失であり、また、潜在株式が存在しな
いため記載しておりません。

　(注)１.１株当たり当期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(自 2020年５月１日
至 2021年４月30日)

当連結会計年度
(自 2021年５月１日
至 2022年４月30日)

　 １株当たり当期純損失金額

　親会社株主に帰属する当期純損失(△)(千円) △934,231 △669,710

普通株主に帰属しない金額(千円) - -

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純損失(△)(千円)

△934,231 △669,710

普通株式の期中平均株式数(株) 12,085,647 12,081,171

　(注)２.１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度
(2021年４月30日)

当連結会計年度
(2022年４月30日)

　 純資産の部の合計額(千円) 7,141,785 5,871,207

　純資産の部の合計額から控除する金額(千円) 26,190 -

普通株式に係る期末の純資産額(千円) 7,115,595 5,871,207

１株当たり純資産の算定に用いられた普通株式の数(株) 12,085,156 12,080,016

(重要な後発事象)

　 該当事項はありません。

　


